
　

モ
ン
ロ
ー
の
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
と
、ア
メ

車
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
と
思
う

が
、欧
州
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
も
純
正

品
を
供
給
し
て
い
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
の

で
あ
る
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
別
に
Ｏ
Ｅ
供
給

の
シ
ェ
ア
を
見
る
と
、欧
州
で
は
僅
差
で
第

２
位
、北
米
で
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
シ
ェ
ア

を
誇
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
車
で
は
メ
ル
セ

デ
ス・ベ
ン
ツ
、フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、ア

ウ
デ
ィ
と
い
っ
た
メ
ー
カ
ー
に
純
正
品
を

供
給
し
て
い
る
の
だ
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
純
正
品
と
し
て
採
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、

厳
し
い
テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
で
き
る
だ
け
の

高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
と
く
に
速

度
無
制
限
区
間
が
あ
る
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を

持
つ
ド
イ
ツ
で
は
、高
い
安
全
性
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

モ
ン
ロ
ー
は
そ
う
し
た
自
動
車
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
要
求
に
応
え
続
け
な
が
ら
、最

先
端
の
技
術
を
生
み
出
し
て
い
る
。
補
修

用
と
し
て
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
モ
ン

ロ
ー・リ
フ
レ
ッ
ク
ス
、電
子
制
御
式
の
モ
ン

ロ
ー・イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト・サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
に
は
、１
０
０
年
の
歴
史
で
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
内
部
を
見
て
み
る
と
、ク
ル
マ
好

き
も
納
得
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
シ
ョ

ッ
ク
内
部
に
あ
る
リ
ー
フ
バ
ル
ブ
は
ど
ん

な
シ
ョ
ッ
ク
に
も
備
わ
っ
て
い
る
が
、モ
ン

ロ
ー
で
は
多
種
多
様
な
バ
ル
ブ
を
用
意
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
細
か
な
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、オ
リ
フ
ィ
ス
領
域
と
い
う
微

低
速
域
に
お
い
て
最
適
な
減
衰
力
が
効
い

て
い
れ
ば
、ロ
ー
ル
が
発
生
す
る
初
期
段
階

で
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
リ
ニ
ア
な
ス
テ

ア
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
を
実
現
で
き
る
。
さ

ら
に
、ピ
ッ
チ
ン
グ
や
バ
ウ
ン
シ
ン
グ
も

抑
え
る
こ
と
で
快
適
な
乗
り
心
地
と
な

る
の
だ
が
、そ
の
キ
ー
に
な
る
の
が
リ
ー
フ

バ
ル
ブ
な
の
で
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
に
も
よ

る
が
、10
種
類
く
ら
い
の
バ
ル
ブ
を
持
つ

の
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、モ
ン
ロ

ー
は
業
界
で
は
最
多
と
な
る
50
種
類
も

の
バ
ル
ブ
を
用
意
。
こ
の
種
類
が
多
い
ほ

ど
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
自
由
度
は
高
ま
っ
て

い
く
か
ら
、そ
の
ク
ル
マ
に
最
適
な
乗
り

味
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

モ
ン
ロ
ー
は
こ
う
し
た
多
種
多
様
な
リ
ー

フ
バ
ル
ブ
に
よ
っ
て
ク
ル
マ
の
動
き
出
し

か
ら
制
御
し
、し
な
や
か
な
乗
り
味
を
実

現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ａ
電
子
制
御
式
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ

ン
は
メ
ル
セ
デ
ス・ベ
ン
ツ
Ｃ
ク
ラ
ス
、Ｅ
ク

ラ
ス
、Ｂ
Ｍ
Ｗ
３
シ
リ
ー
ズ
、フ
ォ
ル
ク
ス
ワ

ー
ゲ
ン
、ア
ウ
デ
ィ
な
ど
多
く
の
ド
イ
ツ
車

に
純
正
採
用
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
ブ
制
御

を
電
気
的
に
行
な
う
技
術
も
す
ご
い
が
、

ピ
ス
ト
ン
な
ど
の
内
部
構
造
は
１
０
０
年

の
歴
史
で
培
っ
て
き
た
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

ス
、ノ
ウ
ハ
ウ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

純
正
品
を
供
給
し
て
い
る
モ
ン
ロ
ー
な

の
で
、膨
大
な
テ
ス
ト
デ
ー
タ
は
す
で
に
持

っ
て
お
り
、そ
れ
を
元
に
ア
フ
タ
ー
向
け
の

シ
ョ
ッ
ク
が
作
ら
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、純
正

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
ず
に
ト
ー
タ
ル
で
性

能
ア
ッ
プ
で
き
る
の
だ
。

　

旧
世
代
の
ド
イ
ツ
車
に
乗
る
ユ
ー
ザ
ー

の
多
く
は
、シ
ョ
ッ
ク
の
交
換
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
は
ず
。
ド
イ
ツ
車
の
魅
力
は
合

理
的
な
作
り
に
よ
る
安
定
し
た
走
り
に
あ

る
か
ら
、そ
れ
を
味
わ
え
ず
に
い
る
の
は
も

っ
た
い
な
い
と
思
う
。
純
正
供
給
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
最
先
端
技
術
を
搭
載
し
た

モ
ン
ロ
ー
の
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
は
、オ

リ
ジ
ナ
ル
の
良
さ
を
残
し
つ
つ
、プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

信
頼
さ
れ
る
高
い
技
術
力
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ド イ ツ 車 メ ー カ ー に も 純 正 採 用 さ   れ て い る モ ン ロ ー の テ ク ノ ロ ジ ー

ショックアブソーバの重要な性能である減衰力
を微細に調整するためには、バルブを通過する
オイル量をコントロールする必要がある。その
キモが、リーフバルブ。様々な形、厚み、大きさが
あり、この種類が多いほどセッティングの幅が広
がるのだ。これこそがモンローの強みであり、「魔
法の調味料」とも言えるこだわりなのである。

CVSA電子制御式ショックアブソーバは、ソ
レノイドバルブによって減衰力を制御し、路
面状況に応じて乗り心地を最適に保つ仕組
み。車両側にもセンサーが備わっており、走
行時の状況をモニタリング。ソレノイドバ
ルブは毎秒500回もの情報を処理するとい
うから、それだけ細かなセッティングを可能
としているわけだ。街中、高速、ワインディン
グといったように走行シーンに合わせてク
ルマの走行性能を引き出してくれる。

減衰力を微細にコントロールする
多種多様なリーフバルブを用意

100年の歴史が培った
チューニングショックの初期段階の動きから

しっかりと制御するから
“しなやかな乗り心地”になるデータが証明するモンローの優位性

OE供給シェアは
欧州で第２位!

毎秒500回もの情報を処理
細かなセッティングが可能

MONROE ショックのココがこだわり!

業界全体として見るとコストカットのためリーフバルブ
の種類が少なくなっているが、モンローは開発当初と変
わらず多種多様なバルブを用意している。

補修用ショックアブソーバとして、多くのドイツ車に
適合するモンロー・リフレックス。オイルで満たされ
たチューブ内を上下するピストンバルブに、ツインデ
ィスク機構を搭載。ピストンスピードの変化に応じて
オイル経路を微細にコントロールできる構造となって
いる。多彩なリーフバルブも含めて、モンローの乗り
味を実現する先端の技術が搭載されている。

こだわりの構造を持つショックアブソーバ

モンローの最新技術で
本来の性能＋αに改良!

世界で初めてショックアブソーバを開発したのがモンロー。今年で100周年を迎える歴史
あるメーカーだけに、その構造には注目すべきポイントが多い。そこでここではモンローの
ショックを大解剖。最新のテクノロジーやこだわりの部分を中心に解説していこう。

MONROEの
ココがすごい！

02MONROEの
ココがすごい！
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MONROEの
ココがすごい！
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MONROEの
ココがすごい！

01

創業者オーガスト.F.マ
イヤーによって、タイ
ヤポンプの製造からス
タートしたモンロー。
1926年には世界初の
衝撃除去器を開発。そ
の3年後には現在のシ
ョックの源流であるダ
ブルアクション式を世
に送り出している。

モンロー・ショックの大きな特
徴が“しなやかな乗り心地”。こ
れがどういうことかと言うと、
ショック内部にあるピストンが
動き始めた時に、モンローは減
衰力の立ち上がりが早いため、
低速時からピッチングなどを
抑制できる構造になっている。

初期段階の動きからしっかりと
制御して減衰に抜けを作らな
いことによって、しなやかな乗
り心地を実現しているのであ
る。また、100年の歴史で培っ
てきたチューニングセンスも純
正+αの性能を発揮するキモに
なっている。

OE供給とは自動車メ
ーカーの純正部品を
作ること。北米では
ナンバーワンのシェ
アを誇っており、欧州
においても第２位と、
多くの自動車メーカー
に採用されている。

左のグラフはダンピングカーブとい
って減衰力の特性を数値化したもの。
ブルーのラインがモンローで、ピンク
とグリーンは他社の製品である。ピ
ストンの動き始めを見ると、モンロー
は減衰の立ち上がりが早いのが分か
る。フィーリングだけではなく、デー
タからもその違いを確認できた。

モンロー・インテリジェント・サスペンション

MONROE Intelligent
Suspension

モンロー・リフレックス

MONROE Refl ex
走行状況に応じて減衰力を瞬時に無段階制御するシ
ステムを搭載した、CVSA電子制御式ショックアブソ
ーバ。これはメルセデス・ベンツCクラスなどのアジ
リティ・コントロール・サスペンションとして純正供給
もしている補修用のショックである。バルブは電子
制御されているが、ピストン内部は100年の歴史で培
ってきた技術が盛り込まれている。最先端のテクノ
ロジーとこれまでのノウハウを融合した逸品だ。

高
速
域
よ
り
も
技
術
の
差
が
出

や
す
い
の
が
低
速
域
。
モ
ン
ロ

ー
は
こ
こ
に
着
目
し
、独
自
の
技

術
に
よ
っ
て
高
性
能
の
シ
ョ
ッ

ク
を
生
み
出
し
て
い
る
。

欧州のシェア


